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幼 児 期 の 運 動 能 力 と 自 己 評 価 の 関 連  

園 田 菜 摘  

 

R e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  M o t o r  A b i l i t y  a n d  

S e l f - E s t e e m  i n  P r e s c h o o l  C h i l d r e n  

N a t s u m i  S O N O D A  

 

 

問   題  

  
 幼 児 期 は 、 そ の 後 の 運 動 発
達 の 基 礎 と な る 様 々 な 運 動 形
態 を 獲 得 し て い く 時 期 で あ る
( 吉 田 ら ,  2 0 1 5 ) 。 し か し 近
年 、 幼 児 が 運 動 遊 び を 行 う 機
会 が 減 少 し て い る こ と か ら
( 高 井 ,  2 0 0 7 な ど ) 、 3 0 年 前
の 幼 児 と 比 較 す る と 運 動 能 力
が 大 幅 に 低 下 し て い る こ と が
問 題 と な っ て い る ( 森 ら ,  
2 0 1 0 ) 。 幼 児 期 の 運 動 能 力 の
低 下 は そ の ま ま 児 童 期 以 降 の
子 ど も の 運 動 能 力 の 低 下 に つ
な が り 、 平 成 3 0 年 度 体 力 ・
運 動 能 力 調 査 ( 文 部 科 学 省 ,  
2 0 1 9 ) に お い て も 、 児 童 期 の
子 ど も の 運 動 能 力 は 低 い 水 準
の ま ま 推 移 し て い る こ と が 示
さ れ て い る 。  

幼 児 期 の 運 動 能 力 の 低 下 は
児 童 期 以 降 の 運 動 能 力 に つ な
が る だ け で な く 、 幼 児 自 身 の
心 理 的 な 要 因 、 特 に パ ー ソ ナ
リ テ ィ の 中 核 で あ る 自 己 概 念
の 形 成 の 発 達 に も 悪 影 響 を 及
ぼ す 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 そ
の 理 由 と し て 、 幼 児 期 は 自 分
自 身 の 能 力 に つ い て 自 己 評 価
を 行 い 始 め る 時 期 で も あ り
( H a r t e r  &  P i k e ,  1 9 8 4 ) 、 運 動
能 力 が 高 く 自 分 の 身 体 を 思 い
通 り に 動 か せ る こ と は 周 囲 の
モ ノ や 人 と い っ た 環 境 に 積 極
的 に 働 き か け る こ と に つ な が
る た め 、 そ れ が 「 自 分 は で き
る 」 と い っ た 肯 定 的 な 自 己 評
価 を 高 め る こ と が 挙 げ ら れ
る 。 こ れ ま で 幼 児 期 の 運 動 能
力 と 自 己 評 価 と の 関 連 に つ い

て 調 べ た 研 究 は 少 な い が 、 幼
児 の 総 合 的 な 運 動 能 力 の 高 さ
は 「 自 分 は 運 動 が で き る 」 と
い っ た 運 動 面 で の 有 能 さ の 自
己 評 価 と 関 連 す る ( 森 ら ,  
2 0 0 6 ) こ と が 示 さ れ て い る 。
幼 児 期 は 運 動 面 で の 自 己 評 価
だ け で な く 、 学 習 面 で の 有 能
さ や 仲 間 関 係 に 対 す る 有 能 さ
な ど 、 様 々 な 領 域 に お け る 自
己 評 価 が 可 能 に な る 時 期 で あ
る 。 こ の よ う に 運 動 能 力 と ほ
ぼ 同 時 期 に 自 己 評 価 が 発 達 し
て い く た め 、 幼 児 期 の 運 動 能
力 は 自 己 評 価 の 領 域 と 関 連 し
合 い な が ら 発 達 し て い く と 考
え ら れ る 。 身 体 面 の 指 標 と な
る 運 動 能 力 の 発 達 と 心 理 面 の
指 標 と な る 自 己 評 価 の 発 達
が 、 幼 児 期 に ど の よ う に 連 動
し て い る の か に つ い て 、 検 討
し て い く 必 要 が あ る だ ろ う 。  

さ ら に 、 先 行 研 究 ( 森 ら ,  
2 0 0 6 ) で は 、 幼 児 の 運 動 能 力
と し て 5 種 目 を 併 せ た 総 合 的
な 運 動 能 力 の 高 さ が 用 い ら れ
て い る が 、 運 動 能 力 は 大 き く
「 走 」「 跳 」「 投 」 の 3 種 類 に
分 類 さ れ る ( 原 田 ,  1 9 7 7 ) な
ど 、 そ れ ぞ れ の 運 動 種 目 の 特
徴 は 異 な る も の で あ り 、 例 え
ば 走 る の は 速 い が ボ ー ル を 投
げ る の は 不 得 意 、 と い っ た 幼
児 も 存 在 す る 。 こ の た め 、 総
合 的 な 運 動 能 力 だ け で な く 個
別 の 運 動 種 目 に お け る 能 力 が
幼 児 の 自 己 評 価 と 関 連 す る 可
能 性 も 考 え ら れ る だ ろ う 。  
 以 上 の こ と か ら 、 本 研 究 で
は 幼 児 期 の 様 々 な 種 類 の 運 動
能 力 が 様 々 な 領 域 に お け る 自
己 評 価 と ど の よ う に 関 連 す る
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か を 検 討 す る こ と に よ り 、 運
動 能 力 と 自 己 概 念 が 幼 児 期 に
ど の よ う に 結 び つ い て い る の
か を 明 ら か に す る こ と を 目 的
と す る 。  
 

方   法  
 
対 象  

幼 稚 園 年 長 児 ク ラ ス 3 ク ラ
ス の 男 児 3 4 名 ( 平 均 月 齢
7 1 . 6 5 ヵ 月 、  標 準 偏 差
3 . 4 0 ) 、 女 児 3 4 名 ( 平 均 月 齢
7 0 . 6 5 ヵ 月 、 標 準 偏 差 3 . 4 0 )
の 計 6 8 名 を 対 象 と し た 。  

保 護 者 に は 、 幼 稚 園 を 通 し
て 研 究 の 目 的 と 内 容 に つ い て
伝 え 、 了 承 が 得 ら れ た 子 ど も
の み を 対 象 と し た 。 デ ー タ は
す べ て 匿 名 化 し 、 I D 番 号 に
よ る 管 理 を 行 っ た 。  
 
調 査 手 続 き  
1 . 運 動 能 力 の 測 定  

① 測 定 手 続 き ： 9 月 上 旬 の
幼 稚 園 の 朝 の 会 の 終 了 後
に 、 園 の 屋 内 ホ ー ル と 園 庭
を 使 い 5 種 目 の 運 動 能 力 の
測 定 を 行 っ た 。 ま ず 対 象 の
幼 児 全 員 を 屋 内 ホ ー ル に 集
め 、 園 長 か ら 測 定 種 目 の 大
ま か な 紹 介 を 行 っ て も ら っ
た 。 そ の 後 、 担 任 保 育 者 の
引 率 の 下 で ク ラ ス ご と に そ
れ ぞ れ 異 な る 運 動 種 目 に 分
か れ 、 そ の 種 目 を ス タ ー ト
地 点 と し て 5 つ の 種 目 を 幼
児 が 順 番 に 回 る や り 方 で 測
定 を 行 っ た 。 幼 児 は 首 に カ
ー ド を ぶ ら 下 げ 、 そ こ に 測
定 補 助 者 が 各 種 目 の 測 定 値
を 記 入 し て い っ た 。 さ ら
に 、 各 種 目 の 測 定 が 終 了 す
る 度 に カ ー ド に ス タ ン プ を
押 し て い き 、 幼 児 に 「 ス タ
ン プ を 全 部 集 め た い 」 と 感
じ さ せ る こ と で 運 動 を 行 う
こ と の 動 機 づ け を 高 め る 工
夫 を 行 っ た 。 各 種 目 に は そ
れ ぞ れ 3 名 の 測 定 補 助 者 を
配 置 し 、 運 動 種 目 の や り 方
の 説 明 や 測 定 値 の 記 入 を 行
っ た 。 測 定 に か か っ た 全 体
の 所 要 時 間 は 、 約 1 時 間 半
だ っ た 。  
 
② 測 定 種 目 ： 運 動 能 力 の
測 定 種 目 は 、 M K S 幼 児 運

動 能 力 検 査 に 従 い 、「 2 5 m
走 」「 立 ち 幅 跳 び 」「 テ ニ
ス ボ ー ル 投 げ 」「 両 足 連 続
跳 び 越 し 」「 体 支 持 持 続 時
間 」 の 5 種 目 に つ い て 以
下 の 手 順 で 測 定 し た 。  

[ 2 5 m 走 ( 秒 ) ] 園 庭 に 直 走
路 を 作 り 、 2 8 m の ゴ ー ル
テ ー プ ま で 男 児 同 士 、 女
児 同 士 の 2 人 1 組 で 走 ら
せ た 。 2 5 m の と こ ろ に 白
線 を 引 き 、 測 定 は 2 5 m
の 白 線 ま で の 所 要 時 間 を
1 / 1 0 秒 単 位 で 1 回 測 定
し た 。 ス タ ー ト 地 点 に は
補 助 者 を 配 置 し 、 フ ラ イ
ン グ 防 止 の た め に 補 助 者
は 幼 児 の 後 ろ に 立 っ て 幼
児 の 服 を つ ま み 、 ス タ ー
ト の 合 図 が 出 た ら 手 を 放
し て ス タ ー ト さ せ た 。 ま
た 、 ス タ ー ト の 合 図 に 気
付 か な い 子 ど も に は 、 背
中 を 軽 く 押 し て ス タ ー ト
さ せ た 。  
[ 立 ち 幅 跳 び ( c m ) ] 屋 内 の
ホ ー ル に 測 定 用 の 専 用 マ
ッ ト を 敷 き 、 身 体 の 屈 伸
運 動 の み で 反 動 を つ け て
跳 ば せ た 。 専 用 マ ッ ト
は 、 5 0 c m 間 隔 で 目 盛 が
表 記 さ れ て い る ク ッ シ ョ
ン 性 の マ ッ ト で 、 幅
1 m 、 長 さ 3 m の も の を 使
用 し た 。 踏 み 切 り 線 と 着
地 点 （ 踏 み 切 り 線 に 近 い
方 の 足 の 踵 ） ま で の 距 離
を 測 定 補 助 者 が メ ジ ャ ー
を 用 い て c m 単 位 で 測
り 、 2 回 の 測 定 の う ち 、
記 録 の 良 い 方 を 採 用 し
た 。  
[ テ ニ ス ボ ー ル 投 げ ( m ) ]
園 庭 に 幅 6 m の 白 線 を 投
球 ラ イ ン か ら 1 m 間 隔 で
1 5 m の 長 さ ま で 引 き 、 測
定 の 目 印 と し て 5 0 c m 間
隔 で 印 を 付 け 、 硬 式 テ ニ
ス ボ ー ル を 助 走 無 し で で
き る だ け 遠 く に 届 く よ う
幼 児 に 投 げ さ せ た 。 投 球
ラ イ ン か ら ボ ー ル の 落 下
地 点 を 5 0 c m 単 位 で 測
り 、 2 回 の 測 定 の う ち 記
録 の 良 い 方 を 採 用 し た 。  
 
[ 両 足 連 続 跳 び 越 し ( 秒 ) ]
屋 内 の ホ ー ル に 測 定 用 の
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専 用 マ ッ ト を 敷 き 、 約
5 c m の 高 さ の 段 差 を 1 0
個 連 続 し て 両 足 で 跳 び 越
さ せ 、 ス タ ー ト ラ イ ン か
ら ゴ ー ル ラ イ ン ま で の 所
要 時 間 を ス ト ッ プ ウ ォ ッ
チ で 測 っ た 。 専 用 マ ッ ト
は 、 ク ッ シ ョ ン 性 の マ ッ
ト に ス タ ー ト ラ イ ン と ゴ
ー ル ラ イ ン が 印 さ れ て お
り 、 ス タ ー ト ラ イ ン と ゴ
ー ル ラ イ ン の 間 に 高 さ 約
5 c m 、 幅 約 5 c m の ス ポ ン
ジ 性 の 段 差 が 5 0 c m 間 隔
で 1 0 個 設 置 し て あ る 。
ス タ ー ト の 合 図 か ら 、 失
敗 せ ず に 1 0 個 の 段 差 を
両 足 で 跳 び 終 わ る ま で の
時 間 を ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ
で 1 / 1 0 秒 単 位 で 測 定
し 、 2 回 の 測 定 の う ち 記
録 の 良 い 方 を 採 用 し た 。  
[ 体 支 持 持 続 時 間 ( 秒 ) ] 屋
内 の ホ ー ル に 2 つ の 机 を
置 き 、 そ の 間 に 幼 児 を 立
た せ て 両 手 を そ れ ぞ れ 左

右 の 机 の 上 に 置 か せ 、 床
か ら 足 を 離 し た 状 態 の ま
ま 両 腕 で 体 を 持 ち 上 げ て
い る 時 間 を ス ト ッ プ ウ ォ
ッ チ を 用 い て 1 秒 単 位 で
1 回 測 定 し た 。 1 8 0 秒 を
最 高 と し 、 そ れ 以 上 持 続
し た 場 合 は そ こ で 打 ち 切
ら せ た 。  
 

③ 各 種 目 の 評 定 : 幼 児 期 の
運 動 能 力 に は 年 齢 に よ る
発 達 差 や 性 差 が あ る こ と
が 示 さ れ て い る こ と か ら
( 田 中 ・ 佐 久 間 ,  2 0 0 2 ) 、
本 研 究 で 測 定 さ れ た 各 種
目 の 運 動 能 力 の 測 定 値 に
つ い て 、 男 女 別 に 半 年 間
隔 の 年 齢 段 階 に よ っ て 分
類 さ れ た 運 動 能 力 判 定 基
準 ( 森 ら ,  2 0 1 0 ) に 基 づ い
て 5 段 階 の 標 準 得 点 に 換
算 し 、 そ れ を 各 運 動 能 力
の 評 定 点 と し た 。 種 目 ご
と の 評 定 点 の 分 布 を 表 1
に 示 す 。  

 
 

表 1 . 各 運 動 種 目 の 評 定 点 の 男 女 別 分 布  

   

 

< 運 動 種 目 >  

< 評 定 点 の 分 布 >  

上 段 ： 男 児 、 下 段 ： 女 児  

1 点  2 点  3 点  4 点  5 点  

2 5 m 走  1 7 . 6 %  

8 . 8 %  

2 9 . 4 %  

4 1 . 2 %  

3 8 . 2 %  

4 1 . 2 %  

1 4 . 7 %  

8 . 8 %  

0 %  

0 %  

立 ち 幅 跳 び   5 . 9 %  

2 . 9 %  

2 9 . 4 %  

8 . 8 %  

3 2 . 4 %  

4 4 . 1 %  

2 9 . 4 %  

3 2 . 4 %  

2 . 9 %  

1 1 . 8 %  

テ ニ ス ボ ー ル 投

げ  

1 4 . 7 %  

8 . 8 %  

2 3 . 5 %  

3 2 . 4 %  

4 4 . 1 %  

4 4 . 1 %  

1 4 . 7 %  

1 4 . 7 %  

2 . 9 %  

0 %  

両 足 連 続 跳 び 越

し  

0 %  

1 1 . 8 %  

3 5 . 3 %  

2 3 . 5 %  

5 2 . 9 %  

5 5 . 9 %  

1 1 . 8 %  

8 . 8 %  

0 %  

0 %  

体 支 持 持 続 時 間  1 7 . 6 %  

1 4 . 7 %  

2 6 . 5 %  

3 5 . 3 %  

4 1 . 2 %  

3 5 . 3 %  

1 4 . 7 %  

1 1 . 8 %  

0 %  

2 . 9 %  

 
 
2 . 自 己 評 価 の 測 定  

幼 児 の 様 々 な 領 域 に お け る
自 己 評 価 を 測 定 す る た め に 、
運 動 面 の 有 能 感 ・ 学 習 面 の 有
能 感 と 対 人 的 自 己 効 力 感 の 測
定 を 行 っ た 。 幼 児 の 運 動 能 力

測 定 か ら 3 ヶ 月 後 に 、 自 由 遊
び の 時 間 を 使 っ て 幼 稚 園 の 1
室 で 個 別 面 接 に よ り 1 名 の 調
査 者 が 測 定 を 行 っ た 。  
① 運 動 面 の 有 能 感 ・ 学 習 面 の
有 能 感 ： ま ず 、 幼 児 用 有 能
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感 ・ 受 容 感 測 定 尺 度 ( 桜 井 ・
杉 原 ,  1 9 8 5 ) の 中 か ら 、 運 動
面 の 有 能 感 尺 度 、 学 習 面 の 有
能 感 尺 度 を 用 い て 、 測 定 を 行
っ た 。 運 動 面 の 有 能 感 は 、
「 で ん ぐ り 返 し が で き る か 」
な ど 7 項 目 、 学 習 面 の 有 能 感
は 「 自 分 の 名 前 を 読 め る か 」
な ど 7 項 目 か ら 成 っ て い る 。
男 児 用 ・ 女 児 用 そ れ ぞ れ の 絵
カ ー ド を 用 い て 、 幼 児 に 面 接
を 行 っ た 。 各 項 目 に お い て 、
主 人 公 が 運 動 や 学 習 が で き て
い る 姿 と で き て い な い 姿 が 描
か れ て い る 2 種 類 の 絵 か ら 、
自 分 が 似 て い る と 思 う 方 を 幼
児 に 選 択 さ せ た 。 次 に 、 そ の
頻 度 が い つ も な の か 、 時 々 な
の か を 大 小 の 丸 が 描 か れ た 絵
か ら 選 択 さ せ た 。 幼 児 の 答 え
の 組 み 合 わ せ か ら 、「 で き
る ・ い つ も 」 を 4 点 、「 で き
る ・ 時 々 」 を 3 点 、「 で き な
い ・ 時 々 」 を 2 点 、「 で き な
い ・ い つ も 」 を 1 点 と す る 4
段 階 評 定 を 行 っ た 。 下 位 尺 度
ご と に 各 項 目 の 点 数 を 合 計
し 、「 運 動 面 の 有 能 感 」、「 学
習 面 の 有 能 感 」 そ れ ぞ れ の 得
点 と し た 。  
② 対 人 的 自 己 効 力 感 ： 仲 間 に
対 し て 有 能 に ふ る ま え る か の
自 己 評 価 で あ る 対 人 的 自 己 効
力 感 に つ い て も 、 測 定 を 行 っ
た 。 幼 児 用 対 人 的 自 己 効 力 感
尺 度 1 2 項 目 ( 園 田 ,  2 0 1 6 ) を
用 い て 、 幼 児 に 面 接 を 行 っ
た 。 各 項 目 は 、 ま ず 1 枚 目 の
絵 カ ー ド を 用 い て 「 け ん か を
し て い る 友 だ ち が い る 」 な ど
の 状 況 を 説 明 し 、 次 に 2 枚 目
の 絵 カ ー ド の 左 右 に 主 人 公 が
「 友 だ ち を 仲 直 り さ せ る こ と
が で き る 」 姿 と 「 友 だ ち を 仲
直 り さ せ る こ と が で き な い 」
姿 が 描 か れ て い る も の を 示
し 、 幼 児 に 自 分 が 似 て い る と
思 う 方 を ど ち ら か 1 つ 選 択 さ
せ る も の で あ る 。 さ ら に 、 そ
の 頻 度 が い つ も な の か 、 時 々
な の か を 大 小 の 丸 が 描 か れ た
絵 か ら 幼 児 に 選 択 さ せ た 。 な
お 、 主 人 公 が 「 で き る 」 姿 と
「 で き な い 」 姿 の 絵 は 、 項 目
ご と に 左 右 の 位 置 が ラ ン ダ ム
に な る よ う に 配 置 し た 。 評 定
は 、「 で き る ・ い つ も 」 を 4
点 、「 で き る ・ 時 々 」 を 3

点 、「 で き な い ・ 時 々 」 を 2
点 、「 で き な い ・ い つ も 」 を
1 点 と す る 4 段 階 で 行 っ た 。
1 2 項 目 の 点 数 を 合 計 し 、「 対
人 的 自 己 効 力 感 」 の 得 点 と し
た 。  
  
3 . 分 析 方 法  
 デ ー タ の 集 計 お よ び 解 析
は 、 S P S S  V e r . 2 3 を 用 い て 行
っ た 。 有 意 水 準 は 5 % 未 満 と
し た 。 群 間 の 比 較 に は ク ラ ス
カ ル ・ ウ ォ リ ス の 検 定 を 、 変
数 間 の 関 連 性 に は S p e a r m a n
の 順 位 相 関 係 数 を 用 い た 。  
 

結   果  
 
1 . 性 別 ・ 月 齢 と の 関 連  
 運 動 面 と 学 習 面 の 有 能 感 、
対 人 的 自 己 効 力 感 に つ い て 、
性 別 ・ 月 齢 と の 関 連 が 見 ら れ
る か 検 討 し た と こ ろ 、 有 意 な
関 連 は 示 さ れ な か っ た 。 な
お 、 運 動 能 力 は 男 女 別 、 半 年
間 隔 の 年 齢 段 階 別 に 構 成 さ れ
た 評 定 点 を 用 い て い る た め 、
性 別 ・ 年 齢 に 関 す る 分 析 は 行
わ な か っ た 。  
 
2 . 運 動 能 力 と 自 己 評 価 と の 関
連  
 幼 児 期 の 運 動 能 力 と 自 己 評
価 と の 関 連 に つ い て 、 男 女 別
に 相 関 分 析 を 用 い て 検 討 を 行
っ た 。 そ の 結 果 を 表 2 に 示
す 。  
 
① 2 5 m 走 と 自 己 評 価  

「 2 5 m 走 」 に つ い て は 、
「 対 人 的 自 己 効 力 感 」 と の 間
に 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。 男 女
別 の 分 析 で は 、 男 児 に お い て
の み 有 意 な 正 の 相 関 が 示 さ
れ 、 2 5 m 走 の タ イ ム が 速 い 男
児 ほ ど 対 人 的 自 己 効 力 感 が 高
か っ た 。  

 
② 立 ち 幅 跳 び と 自 己 評 価  
 「 立 ち 幅 跳 び 」 に つ い て
は 、「 対 人 的 自 己 効 力 感 」 と
の 間 に 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。
男 女 別 の 分 析 で は 、 女 児 に お
い て の み 有 意 な 正 の 相 関 が 示
さ れ 、 立 ち 幅 跳 び に よ る 跳 能
力 が 高 い 女 児 ほ ど 対 人 的 自 己
効 力 感 が 高 か っ た 。  
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③ テ ニ ス ボ ー ル 投 げ と 自 己 評
価  
 「 テ ニ ス ボ ー ル 投 げ 」 に つ
い て は 、 自 己 評 価 と の 有 意 な
相 関 は 示 さ れ な か っ た 。 男 女
別 の 分 析 に お い て も 、 有 意 な
相 関 は 示 さ れ な か っ た 。  
 
④ 両 足 連 続 跳 び 越 し と 自 己 評
価  
 両 足 連 続 跳 び 越 し に つ い て
は 、「 対 人 的 自 己 効 力 感 」 と
の 間 に 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。
男 女 別 の 分 析 で は 、 女 児 に お
い て の み 「 運 動 面 の 有 能

感 」、「 学 習 面 の 有 能 感 」、「 対
人 的 自 己 効 力 感 」 す べ て に お
い て 有 意 な 正 の 相 関 が 示 さ
れ 、 両 足 連 続 跳 び 越 し の タ イ
ム が 早 い 女 児 ほ ど 、 自 己 評 価
が 全 般 的 に 高 い こ と が 示 さ れ
た 。  
 
⑤ 体 支 持 持 続 時 間 と 自 己 評 価  

体 支 持 持 続 時 間 に つ い て
は 、 自 己 評 価 と の 有 意 な 相 関
は 示 さ れ な か っ た 。 男 女 別 の
分 析 に お い て も 、 有 意 な 相 関
は 示 さ れ な か っ た 。  
  

 
 
    表 2 .  運 動 種 目 の 評 定 点 と 自 己 評 価 と の 相 関  

 

 

 

< 自 己 評 価 >  

< 運  動  種  目 >  

2 5 m 走  

 

立 ち 幅

跳 び  

ﾃ ﾆ ｽ ﾎ ﾞ ｰ

ﾙ 投 げ  

両 足 連  

続 跳 び  

越 し  

体 支 持  

持 続  

時 間  

 
 
有  
能
感  
 

学 習 面 の 有 能 感   

全 体  

男 児  

女 児  

 

- . 0 3  

- . 0 8  

. 1 3  

 

- . 0 4  

- . 0 2  

. 1 3  

 

- . 2 3 †  

- . 2 9 †  

- . 0 1  

 

. 1 7  

. 1 1  

. 4 4 * *  

   

 - . 1 8  

- . 2 0  

 - . 1 0  

運 動 面 の 有 能 感   

全 体  

男 児  

女 児  

 

. 0 5  

. 1 2  

- . 1 6  

 

. 0 6  

. 1 4  

. 0 1  

 

- . 1 5  

- . 3 3 †  

- . 0 5  

    

 . 2 4 †  

- . 0 2  

  . 4 0 *  

    

 . 1 0  

- . 0 7  

  . 2 3  

対 人 的 自 己 効 力 感     

全 体             

男 児            

女 児  

 

. 3 3 *  

. 3 4 *  

. 2 6  

 

. 2 5 *  

. 0 6  

. 3 9 *  

 

. 1 2  

. 2 2  

- . 0 1  

   

. 3 9 *  

 . 1 9  

. 5 8 * *  

   

. 1 7  

. 2 2  

. 0 7  

* *  p < . 0 1 ,  *  p < . 0 5 ,  † p < . 1 0  

 
 

考   察  
 
 幼 児 期 は 基 礎 的 な 運 動 能 力
が 形 成 さ れ る だ け で な く 自 己
評 価 が 芽 生 え 始 め る 重 要 な 時
期 で あ る 。 本 研 究 で は 、 運 動
能 力 の 高 さ は 幼 児 の 自 己 評 価
と 関 連 す る こ と 、 そ の 関 連 の
仕 方 は 幼 児 の 性 別 に よ っ て 異
な る こ と を 明 ら か に し た 。 以
下 で 、 は 男 女 別 の 分 析 結 果 に
つ い て 考 察 を 行 っ て い く 。  

ま ず 、 種 目 ご と の 運 動 能 力
に つ い て は 、 男 児 の 2 5 m
走 、 女 児 の 立 ち 幅 跳 び と 両 足
連 続 跳 び 越 し が 自 己 評 価 と 肯
定 的 に 関 連 し 、 性 別 に よ っ て
運 動 種 目 が 異 な る こ と が 示 唆
さ れ た 。 こ の よ う な 違 い が 生

じ た 理 由 と し て 、 基 礎 運 動 能
力 の 構 成 要 素 （ 体 格 、 静 的 筋
力 、 瞬 発 筋 力 な ど ） に は 4 、
5 歳 頃 か ら す で に 性 差 が 認 め
ら れ る ( 中 村 ・ 松 浦 ,  1 9 7 9 ) こ
と が 影 響 し て い る 可 能 性 が 考
え ら れ る 。 幼 児 期 後 半 に は 、
自 分 の 身 体 を 思 い 通 り に 動 か
し や す い と 感 じ る 運 動 に 男 児
と 女 児 で 違 い が 生 じ て き て お
り 、 そ れ が 「 自 分 は で き る 」
と い っ た 肯 定 的 な 自 己 評 価 と
の 関 連 の 仕 方 に 違 い を 生 み 出
し た の か も し れ な い 。  

さ ら に 、 2 5 m 走 は 走 能 力 、
立 ち 幅 跳 び と 両 足 連 続 跳 び 越
し は 跳 能 力 を 測 定 す る 運 動 種
目 で あ る が 、 2 5 m 走 と 立 ち 幅
跳 び は ど ち ら も 「 瞬 発 力 を 伴
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う 敏 捷 性 」 と い う 同 一 の 運 動
能 力 の 構 造 に 分 類 さ れ る ( 青
柳 ・ 松 浦 ,  1 9 8 2 ) 。 こ の こ と
か ら 、 2 5 m 走 と 立 ち 幅 跳 び は
運 動 種 目 と し て は 異 な る が 、
こ の よ う な 「 瞬 発 力 を 伴 う 敏
捷 性 」 が 男 児 ・ 女 児 ど ち ら に
お い て も 自 己 評 価 を 高 め る 上
で 重 要 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ
れ る 。  
 次 に 、 運 動 種 目 が 自 己 評 価
の ど の 側 面 に 関 連 す る か に つ
い て 見 て い く と 、 男 児 の 2 5 m
走 、 女 児 の 立 ち 幅 跳 び 、 両 足
連 続 跳 び 越 し に お け る 運 動 能
力 の 高 さ は 、 い ず れ も 「 対 人
的 自 己 効 力 感 」 の 高 さ と 関 連
す る こ と が 示 さ れ た 。 こ の こ
と か ら 、 男 児 ・ 女 児 ど ち ら も
「 瞬 発 性 を 伴 う 敏 捷 性 」 に 関
す る 運 動 能 力 が 高 い こ と は 、
仲 間 に 対 し て 有 能 に 振 る 舞 う
こ と に 関 す る 自 己 評 価 に プ ラ
ス に 働 く 可 能 性 が あ る こ と が
示 唆 さ れ た 。 自 己 評 価 の 中 で
も 対 人 的 自 己 効 力 感 と 関 連 し
た 理 由 と し て 、「 瞬 発 性 を 伴
う 敏 捷 性 」 が 高 い こ と に よ り
自 分 の 身 体 を 思 い 通 り 敏 捷 に
動 か せ る と い う 感 覚 を 持 つ こ
が で き 、 そ の 自 信 が 仲 間 と の
や り と り や 身 体 を 使 っ た 遊 び
の 中 で 積 極 的 に 振 る 舞 っ た
り 、 リ ー ダ ー シ ッ プ を 取 っ た
り す る こ と に つ な が っ た と 考
え ら れ る 。 こ れ ま で の 研 究 で
は 、 幼 児 の 運 動 能 力 と 運 動 面
の 自 己 評 価 と の 関 連 に つ い て
は 報 告 さ れ て い る が ( 森 ら ,  
2 0 0 6 ;  H a r t e r  &  P i k e ,  1 9 8 4
な ど ) 、 本 研 究 の 結 果 か ら 、
敏 捷 性 に 関 す る 運 動 能 力 の 高
さ は 幼 児 期 の 子 ど も が 仲 間 に
対 す る 自 信 を 形 成 す る 上 で 重
要 な 役 割 を 果 た す 可 能 性 が 明
ら か に な っ た 。  
 有 能 感 と 運 動 能 力 と の 関 連
に つ い て は 、 女 児 に お い て
「 運 動 面 の 有 能 感 」 と 両 足 連
続 跳 び 越 し と の 間 に 関 連 が あ
る こ と が 示 さ れ た 。 こ れ は 、
実 際 の 運 動 能 力 と 運 動 面 の 有
能 感 が 関 連 す る こ と を 示 し た
先 行 研 究 ( 森 ら ,  2 0 0 6 ) と 同 様
の 結 果 で あ る が 、 本 研 究 で は
女 児 に お い て の み 関 連 が 見 ら
れ た こ と が 特 徴 で あ る 。 こ の
理 由 と し て 、 本 研 究 で 用 い た

運 動 面 の 有 能 感 の 測 定 尺 度 が
「 で ん ぐ り 返 し が で き る か 」
な ど 、 年 長 児 に と っ て 比 較 的
易 し い 運 動 課 題 に 対 す る 有 能
感 を 尋 ね る も の で あ っ た た
め 、 男 児 に と っ て は 有 能 感 に
関 係 な く 「 で き る 」 と と ら え
ら れ や す か っ た の か も し れ な
い 。 今 後 は 、 子 ど も の 発 達 段
階 に 適 し た 有 能 感 の 尺 度 を 用
い て 検 討 す る 必 要 が あ る だ ろ
う 。  
 
 以 上 の よ う に 、 本 研 究 よ り
運 動 能 力 の 指 標 と な る 個 別 の
運 動 種 目 は 自 己 評 価 の 異 な る
領 域 と 関 連 す る こ と 、 そ の 関
連 の 仕 方 は 性 別 に よ っ て 異 な
る こ と が 示 唆 さ れ た 。 特 に 、
男 児 で は 2 5 m 走 、 女 児 で は
両 足 連 続 跳 び 越 し に よ る 「 瞬
発 性 を 伴 う 敏 捷 性 」 の 運 動 能
力 が 高 い こ と は 、 仲 間 に 対 し
て 有 能 に 振 る 舞 う こ と に 対 す
る 自 己 評 価 の 高 さ と 関 連 す る
可 能 性 が あ る こ と が 示 唆 さ れ
た 。 し か し 、 本 研 究 で は 年 長
児 の み を 対 象 と し て い た た
め 、 す で に 運 動 能 力 、 自 己 評
価 と も あ る 程 度 獲 得 さ れ て い
た こ と か ら 、 因 果 関 係 の メ カ
ニ ズ ム ま で 検 討 す る こ と は で
き な か っ た 。 今 後 は 、 縦 断 研
究 を 行 う な ど 、 運 動 能 力 の 発
達 と 自 己 評 価 の 形 成 と の 関 連
に つ い て 詳 細 に 検 討 し て い く
必 要 が あ る だ ろ う 。  
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